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十
月
十
五
日
（
水
）・
十
六
日
（
木
）

の
二
日
間
、
メ
ガ
ネ
の
イ
タ
ガ
キ
文

化
ホ
ー
ル
伊
勢
崎
を
会
場
に
、
入
社

三
～
五
年
目
の
伸
び
盛
り
な
若
手
社

員
を
対
象
と
し
た
「
二
〇
二
五
伸
び

盛
り
社
員
研
修
会
」
を
開
催
。
受
講

者
・
同
席
者
（
経
営
者
側
）
合
わ
せ

て
約
四
〇
名
が
参
加
し
、
将
来
の
会

社
を
背
負
っ
て
立
つ
若
手
社
員
の
役

割
、主
体
的
な
仕
事
や
働
き
方
、キ
ャ

リ
ア
パ
ス
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
自
身
の
強
み
や
課
題

を
発
見
す
る
た
め
の
講
義
や
ワ
ー
ク

を
は
じ
め
、
前
年
度
受
講
者
に
よ
る

「
課
題
解
決
モ
デ
ル
」
の
報
告
、
あ

る
い
は
「
実
践
こ
そ
大
事
」
の
講
義

な
ど
を
踏
ま
え
、
受
講
者
そ
れ
ぞ
れ

が
具
体
的
な
課
題
解
決
策
を
検
討
。

経
営
者
と
課
題
を
共
有
し
、
そ
の
解

決
策
を
一
緒
に
考
え
る
時
間
も
盛
り

込
む
こ
と
で
、
よ
り
実
践
に
つ
な
が

る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
事
前
に
宿
題
と
し
て

提
起
さ
れ
て
い
た
「
理
想
の
組
織
・

働
き
方
」を
も
と
に
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
各
社
ワ
ー
ク
で
さ
ら
に
内
容
を

深
掘
り
。
ま
た
、「
仕
事
を
活
か
し

た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」「
未
来
を
描
き

今
を
動
か
す
計
画
の
作
り
方
」
の
講

義
を
踏
ま
え
、
五
年
を
目
安
と
し
た

目
標
・
行
動
計
画
を
作
成
し
、
全
受

講
者
が
力
強
い
言
葉
で
発
表
し
ま
し

た
。

　

受
講
者
が
記
し
た
研
修
レ

ポ
ー
ト
＆
経
営
者
側
の
感
想

（
抜
粋
）
を
左
記
に
掲
載
し

ま
す
。

﹇
受
講
者
﹈

○
課
題
を
発
見
す
る
力
、
明

確
に
す
る
力
が
不
足
し
て

い
る
と
痛
感
。
大
き
な
課

題
か
ら
小
さ
な
課
題
を
発

見
す
る
こ
と
を
今
後
は
意

識
し
て
い
き
た
い
。

○
思
い
の
強
さ
と
行
動
力
は

比
例
す
る
。
見
る
だ
け
・

聞
く
だ
け
で
な
く
、
行
動

す
る
こ
と
が
一
番
大
事
で

一般社員からリーダークラスへのフェーズアップ一般社員からリーダークラスへのフェーズアップ

2025伸び盛り社員研修会2025伸び盛り社員研修会

あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

○
「
な
り
た
い
自
分
」
が
描
け
て
い

な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。
理

想
を
持
ち
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
実
行
し

た
い
。

○
組
織
や
働
き
方
に
つ
い
て
、
自
分

基
準
で
し
か
考
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
経
営
者
や
会
社
全
体
の

視
点
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
学

べ
た
。

﹇
経
営
者
﹈

○
社
員
と
の
共
同
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、自
社
の
課
題
解
決
に
向
け
た
、

よ
り
具
体
的
な
行
動
計
画
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
た
。

○
研
修
会
の
熱
量
を
日
々
の
業
務
に

活
か
し
て
も
ら
う
に
は
、
本
人
任

せ
で
は
な
く
、
経
営
者
や
上
司
、

先
輩
の
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
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第第
1515
回
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議

回
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
inin
群
馬
群
馬

　

九
月
二
十
五
日
（
木
）、
Ｇ
メ
ッ

セ
群
馬
を
会
場
に
「
第
十
五
回
関
東

甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
」
を

開
催
。
一
〇
同
友
会
お
よ
び
中
同
協

か
ら
五
十
四
名
が
参
加
し
、
各
地
の

取
り
組
み
や
今
後
の
課
題
な
ど
を
交

流
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
三
宅
中
同
協
副

会
長
が
代
表
者
会
議
の
開
催
趣
旨
や

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
な

ど
を
交
え
て
挨
拶
。
そ
の
後
、
埼
玉

県
産
業
労
働
部
産
業
政
策
課
・
相
沢

氏
よ
り
「
価
格
転
嫁
支
援
ツ
ー
ル
」

の
紹
介
、
各
同
友
会
の
新
任
役
員
に

よ
る
自
己
紹
介
と
挨
拶
、
三

宅
副
会
長
よ
り
「
ブ
ロ
ッ
ク

の
あ
り
方
」
に
関
す
る
報
告

と
各
同
友
会
へ
の
検
討
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
長
野
大
学
社
会

福
祉
学
部
、
准
教
授
・
飯
塚

秀
彦
氏
が
「
学
校
と
連
携
・

協
働
し
、
明
る
い
未
来
を
共

に
創
ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
。
学
校
教
育
の
現
状
と

課
題
を
丁
寧
に
説
明
し
、
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の

重
要
性
を
指
摘
し
た
上
で
、

学
校
と
中
小
企
業
と
の
連

携
・
協
働
事
例
の
紹
介
や
、

そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及

し
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
企
業
と

持
続
可
能
な
企
業
と

地
域
を
ど
う
つ
く
る
か

地
域
を
ど
う
つ
く
る
か

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
「
持
続
可
能

な
企
業
と
地
域
を
ど
う
つ
く
っ
て
い

く
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
。

飯
塚
氏
の
講
演
内
容
を
深
め
合
う
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
・
同
友

会
で
の
取
り
組
み
な
ど
を
交
流
し
ま

し
た
。

　

会
場
を
移
動
し
て
の
懇
親
会
で

は
、
県
を
越
え
て
親
睦
を
深
め
た
の

は
も
ち
ろ
ん
、
各
同
友
会
の
今
後
の

成
長
・
発
展
を
誓
い
合
う
機
会
に
も

な
り
ま
し
た
。

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で

お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com
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十
月
十
七
日
（
金
）、
高
崎
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
共
同

求
人
委
員
会
（
採
用
シ
ス
テ
ム
）
設

営
に
よ
る
「
戦
略
的
採
用
の
仕
組
み

の
つ
く
り
方
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

～
"
未
来
の
仲
間
探
し
"
を
共
に
考

え
る
情
報
交
換
会
～
」
を
開
催
。
第

一
部
・
プ
チ
体
験
報
告
、
第
二
部
・

情
報
交
換
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
も

と
、
企
業
の
発
展
・
継
続
に
不
可
欠

な
採
用
活
動
に
つ
い
て
、
参
加
各
社

の
現
状
や
課
題
を
交
流
し
、
学
び
合

い
ま
し
た
。

　

第
一
部
・
プ
チ
体
験
報
告
で
は
、

産
業
用
機
械
の
設
計
・
製
作
な
ど
を

手
掛
け
る
㈱
石
井
工
機
、
代
表
取
締

役
・
石
井
安
美
氏
（
高
崎
支
部
）
が

二
〇
二
一
年
か
ら
現
在
に
至
る
採
用

活
動
の
道
の
り
を
時
系
列
で
説
明
。

ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
や
健
康
優
良
法

人
認
定
な
ど
、
若
者
か
ら
選
ば
れ
る

企
業
づ
く
り
を
含
め
、
同
社
の
具
体

的
な
取
り
組
み
内
容
や
採
用
実
績
を

参
加
者
に
共
有
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
・
情
報
交
換
会
で
は
、
石

井
氏
の
体
験
報
告
に
対

す
る
質
疑
応
答
を
は
じ

め
、"
こ
こ
だ
け
の
話
"

と
し
て
参
加
各
社
の
採

用
活
動
の
現
状
や
課
題

な
ど
を
、
ざ
っ
く
ば
ら

ん
に
交
流
。
今
後
も
厳

し
い
採
用
環
境
が
続
く

こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い

状
況
に
あ
っ
て
、
地
域

に
根
差
す
中
小
企
業
の

役
割
や
長
期
的
な
視
点

で
の
採
用
活
動
の
重
要

性
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
「
採
用
活
動
だ
け

で
な
く
、
経
営
に
対
す
る
考
え
方
を

改
め
な
い
と
生
き
残
れ
な
い
と
感
じ

た
」「
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
考
え
に

触
れ
、
と
て
も
濃
い
話
し
合
い
が
で

き
た
」「
積
極
的
に
採
用
活
動
に
取

り
組
む
企
業
の
情
報
交
換
の
場
を
定

期
的
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

踏
ま
え
、
十
一
月
か
ら
全
五
回
の
勉

強
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
採
用
に

つ
い
て
基
礎
か
ら
学
ぶ
と
と
も
に
採

用
活
動
を
戦
略
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
直

し
て
、
各
社
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
の
解

消
を
め
ざ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
！

戦
略
的
採
用
の
仕
組
み
の
つ
く
り
方

戦
略
的
採
用
の
仕
組
み
の
つ
く
り
方

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

共
同
求
人
委
員
会

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社
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九
月
十
六
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
九

月
例
会
」
を
開
催
。「
日
本
の
政
治
、

大
丈
夫
で
す
か
？
～
地
元
代
議
士
に

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
聞
い
て
み
よ
う

～
」
を
テ
ー
マ
に
企
画
さ
れ
、
地
元

選
出
の
衆
議
院
議
員
・
井
野
俊
郎
氏

を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、
意
見
交
換
や
質

疑
応
答
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
同
支

部
例
会
で
井
野
議
員
を
お
招
き
す
る

の
は
二
〇
二
〇
年
七
月
以
来
、
約
五

年
振
り
。

　

昨
年
十
月
の
衆
院
選
、
今
年
七
月

の
参
院
選
の
結
果
に
つ
い
て
、
現
役

国
会
議
員
の
視
点
か
ら
振
り
返
っ
た

井
野
氏
。
与
党
大
敗
の
要
因
や
新
興

政
党
の
躍
進
を
踏
ま
え
、
示
さ
れ
た

民
意
に
対
す
る
所
感
を
率
直
に
語
り

ま
し
た
。
ま
た
、
直
前
に
迫
っ
た
自

民
党
総
裁
選
に
つ
い
て
も
触
れ
、
各

候
補
者
の
人
物
像
や
政
策
な
ど
に
言

及
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
内
で
報
告
に

対
す
る
感
想
や
意
見
な
ど
を
ざ
っ
く

ば
ら
ん
に
交
流
し
た
上
で
、
井
野
氏

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
質
疑
応

答
）
に
移
行
。
日
本
の
政
治
へ
の
不

安
や
不
満
、
切
れ
味
鋭
い
指
摘
や
切

実
な
要
望
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
か
ら
多
種
多
様
な
質
問
が
出

さ
れ
、
井
野
氏
に
一
つ
一
つ
丁
寧
に

ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

太
田
支
部
で
は
、
九
月
二
十
四
日

（
水
）、
韮
川
行
政
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
支
部
例
会
を
開
催
。
共
育
委
員
会

と
の
連
携
企
画
と
し
て
「
社
員
さ
ん

が
成
長
す
る
社
員
教
育
と
は
～
社
員

さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
て
考
え
よ

う
！
成
長
す
る
と
き
、
何
を
考
え
ど

う
行
動
し
た
か
～
」
と
題
し
て
、
㈱

サ
ン
エ
イ
、
係
長
・
須
田
峻
介
氏
／

社
長
・
中
西
聡
之
氏
が

報
告
し
ま
し
た
。

　

須
田
氏
は
、
二
〇
二

三
年
に
「
伸
び
盛
り
社

員
研
修
会
」
を
受
講
。

そ
こ
で
得
た
学
び
と
前

後
で
の
自
身
の
考
え
方

や
行
動
の
変
化
を
率
直

に
報
告
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
研
修
に
送

り
出
し
た
社
長
の
中
西

氏
が
そ
の
思
い
を
報

告
。「
殻
を
破
る
経
験

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
ん
な
気
持
ち
で
送
り

出
し
た
」
と
語
る
中
西

氏
は
「
社
外
で
奮
闘
す

る
姿
を
見
て
、
会
社
内

で
は
気
付
け
な
い
部
分

社
員
さ
ん
が
成
長
す
る
社
員
教
育
と
は

社
員
さ
ん
が
成
長
す
る
社
員
教
育
と
は

日本の政治、日本の政治、
大丈夫ですか？大丈夫ですか？

太
田
支
部
９
月
例
会

伊勢崎支部９月例会

も
多
か
っ
た
」と
振
り
返
り
ま
し
た
。

そ
し
て
「
社
員
の
成
長
と
経
営
者
の

成
長
は
、
会
社
を
良
く
す
る
同
じ
ベ

ク
ト
ル
上
に
あ
る
と
改
め
て
感
じ

た
」
と
付
け
加
え
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
、
参
加
し
た
各
企
業
の

社
員
さ
ん
と
、
お
互
い
の
立
場
で
思

う
「
成
長
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討

論
を
行
い
ま
し
た
。
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３
分
で
心
を
つ
か
む
！
話
し
方
実
践
講
座

３
分
で
心
を
つ
か
む
！
話
し
方
実
践
講
座

業
績
直
結
！
分
析
数
字
の
見
方
・
勘
ど
こ
ろ

業
績
直
結
！
分
析
数
字
の
見
方
・
勘
ど
こ
ろ

社員と会社の健康で社員と会社の健康で
生産性アップ生産性アップ

桐
生
み
ど
り
支
部
９
月
例
会

富
岡
安
中
支
部
９
月
例
会

沼田支部９月例会

　

沼
田
支
部
で
は
、
九
月
三
十
日

（
火
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
を
会
場

に
支
部
例
会
を
開
催
。「
社
員
と
会

社
の
健
康
で
生
産
性
ア
ッ
プ
」
と
題

し
て
、
㈱Calm

�Living�D
esign

、

社
長
・
井
上
大
介
氏
（
高
崎
支
部
）、

専
門
理
学
療
法
士
・
本
間
佑
介
氏
が

報
告
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
社
長
の
井
上
氏
が
、
病
院

勤
務
時
を
振
り
返
り
、
職
種
間
ヒ
エ

ラ
ル
キ
ー
の
存
在
や
正
し
い
評
価
が

さ
れ
に
く
い
と
い
っ
た
現
実
を
目
の

当
た
り
に
し
て
「
自
分
の
や
り
た
い

事
、
大
切
に
し
て
い
る
事
を
実
現
す

る
た
め
に
起
業
を
決
断
し
た
」
と
起

業
の
経
緯
や
そ
こ
に
か
け
る
思
い
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
本
間
氏
が
、
健
康
状
態

と
生
産
性
の
関
係
や
健
康
経
営
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
実
践
例
を
交
え
て
報
告

し
ま
し
た
。
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

や
従
業
員
の
高
齢
化
な
ど
、
健
康
経

営
に
関
心
が
集
ま
る
背
景
の
解
説
に

加
え
、
そ
の
場
で
座
位
ス
ト
レ
ッ
チ

も
レ
ク
チ
ャ
ー
し
、
前
後
の
身
体
の

変
化
に
つ
い
て
参
加
者
も
体
感
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
健
康

経
営
の
メ
リ
ッ
ト
や
実
例
を
知
れ
て

良
か
っ
た
」「
社
員
の
健
康
に
も
も
っ

と
気
を
配
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と

い
っ
た
感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

九
月
十
八
日
（
木
）、
桐
生
市
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
桐
生

支
部
九
月
例
会
」
を
開
催
。「
３
分

で
心
を
つ
か
む
！
話
し
方
実
践
講
座

～
"
で
、結
局
何
が
言
い
た
い
の
？
"

と
言
わ
れ
な
い
た
め
に
～
」と
題
し
、

講
義
や
実
践
ワ
ー
ク
、
グ
ル
ー
プ
内

で
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
を
通
じ

て
学
び
合
い
ま
し
た
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
の
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
・
齋
藤
由

起
子
氏
（
桐
生
み
ど
り
支
部
）。

　

は
じ
め
に
本
例
会
の
目
的（
課
題
）

と
し
て
「
相
手
に
わ
か
り
や
す
く
自

社
の
特
徴
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
」が
提
起
さ
れ
、グ
ル
ー

プ
で
自
社
紹
介
の
実
践
ワ
ー
ク
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
社
紹
介
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
（
印
象
に
残
っ
た
ワ
ー
ド
や

強
み
）
と
、
齋
藤
氏
に
よ
る
伝
わ
る

話
し
方
の
コ
ツ
や
改
善
策
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を

踏
ま
え
、

再
度
グ

ル
ー
プ
で

自
社
紹
介

の
ワ
ー
ク

を
実
施
し

ま
し
た
。

　

参
加
者

ア
ン
ケ
ー

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
九
月
二
十

六
日
（
金
）、
富
岡
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
支
部
例
会
を
開

催
。
㈱
ア
イ
テ
ク
シ
ス
テ
ム
・
代
表

取
締
役
、戸
塚
美
秀
氏
（
高
崎
支
部
）

が「
業
績
直
結
！
分
析
数
字
の
見
方
・

し
げ
も
な
く
公
開
し
た
戸
塚
氏
。「
今

日
は
数
字
に
特
化
し
た
目
標
設
定
に

つ
い
て
話
し
た
が
、
各
個
人
の
数
字

以
外
の
目
標
に
も
し
っ
か
り
目
を
向

け
て
、
楽
し
い
会
社
に
す
る
た
め
に

語
り
合
っ
て
ほ
し
い
」
と
報
告
を
ま

と
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
目
標

に
対
す
る
利
益
の
意
識
、
社
員
と
の

目
線
合
わ
せ
な
ど
組
織
的
に
取
組
む

重
要
性
」「
全
て
を
真
似
す
る
の
で

は
な
く
、
自
社
な
り
の
最
善
な
目
標

を
立
て
た
い
」「
自
社
が
ど
れ
だ
け

の
利
益
を
出
せ
て
い
る
の
か
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
等
の
感
想
が
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

勘
ど
こ
ろ
～
自
社
の
数
字
を
分
析
し

て
み
よ
う
～
」
と
題
し
て
、
財
務
分

析
を
中
心
に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

外
部
分
析
（
顧
客
・
商
品
）
か
ら

の
実
績
把
握
、
内
部
分
析
（
社
員
・

設
備
）
か
ら
の
社
員
一
人
ひ
と
り
の

人
時
生
産
性
や
労
働
分
配
率
分
析
か

ら
得
た
情
報
を
も
と
に
「
財
務
・
顧

客
・
業
務
・
人
財
」
の
四
方
向
か
ら

見
た
目
標
設
定
ま
で
、
同
社
で
行
う

分
析
手
法
と
目
標
設
定
の
方
法
を
惜

ト
に
は
「
独
り
善
が
り
で
な
く
、
聞

き
手
の
こ
と
を
考
え
て
話
す
の
が
大

事
」「
あ
ら
か
じ
め
自
分
の
型
を
持
っ

て
い
る
と
安
心
」「
今
回
の
学
び
を

実
践
の
中
で
磨
い
て
い
き
た
い
」
な

ど
の
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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未
来
を
見
据
え
た
課
題
と
展
望

未
来
を
見
据
え
た
課
題
と
展
望

生
成
Ａ
Ｉ
を
中
小
企
業
は
ど
う
活
用
す
べ
き
か
？

生
成
Ａ
Ｉ
を
中
小
企
業
は
ど
う
活
用
す
べ
き
か
？

起
業
ま
で
の
想
い
と
起
業
し
て
か
ら
の
課
題

起
業
ま
で
の
想
い
と
起
業
し
て
か
ら
の
課
題

前
橋
支
部
９
月
例
会

高
崎
支
部
９
月
例
会

渋
川
吾
妻
支
部
９
月
例
会

　

前
橋
支
部
で
は
、
九
月
十
七
日

（
水
）、
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
前

橋
を
会
場
に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。「
ホ
テ
ル
須
藤
牧
場
～
未
来

を
見
据
え
た
課
題
と
展
望
～
」
と
の

テ
ー
マ
を
掲
げ
、
須
藤
牧
場
・
須
藤

晃
氏
と
五
州
園
㈱
・
萩
原
氏
（
い
ず

れ
も
前
橋
支
部
）
が
対
談
形
式
で
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

萩
原
氏
は
、
須
藤
牧
場
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
の
中
か
ら
「
第
六
三
回
農
林
水

　

九
月
二
十
六
日
（
金
）、
ビ
エ
ン

ト
高
崎
を
会
場
に
「
高
崎
支
部
九
月

例
会
」
を
開
催
。
産
業
機
械
部
品
加

工
の
日
栄
工
業
㈱
、
代
表
取
締
役
・

構
築
や
法
務
対
応
、
営
業
・
広
報
な

ど
、
同
社
で
の
活
用
事
例
を
紹
介
し

ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ

ス
の
概
要
や
特
長
を
実
演
を
通
し
て

参
加
者
に
説
明
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
い

こ
な
す
た
め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
効
果
的
な
プ
ロ
ン
プ
ト
（
指

示
）
の
四
要
素
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

報
告
の
合
間
に
は
、
二
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
時
間
を
設
け
、
参
加

者
は
実
際
に
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を

使
っ
て
プ
ロ
ン
プ
ト
の
作
成
や
壁
打

ち（
Ａ
Ｉ
と
の
対
話
）を
体
感
。
使
っ

て
み
て
の
感
想
や
各
社
で
の
活
用
事

例
、
あ
る
い
は
活
用
の
可
能
性
な
ど

を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
ま
し
た
。

産
祭
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
の
経

緯
と
そ
の
後
の
変
化
」「
酪
農
業
界

の
課
題
と
消
費
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
」「
収
益
確
保
の
た
め
の
戦
略
・

チ
ー
ズ
製
造
」「
事
業
承
継
と
将
来

の
展
望
」
を
掘
り
下
げ
る
形
で
進
行

し
ま
し
た
。

　

須
藤
氏
の
回
答
か
ら
は
、
酪
農
業

会
全
体
の
課
題
や
地
域
産
業
と
の
関

わ
り
、
自
社
の
後
継
者
の
み
な
ら
ず

酪
農
を
志
す
若
者
支
援
と
い
っ
た

「
自
社
だ
け
で
は
な
い
視
点
」
で
課

題
を
捉
え
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
う
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　

例
会
後
は
、
同
会
場
で
懇
親
会
を

開
催
し
、
須
藤
牧
場
の
モ
ッ
ツ
ァ
レ

ラ
チ
ー
ズ
を
味
わ
い
な
が
ら
報
告
の

余
韻
を
楽
し
み
ま
し
た
。

守
口
智
氏
（
高
崎
支
部
）
が
「
生
成

Ａ
Ｉ
を
中
小
企
業
は
ど
う
活
用
す
べ

き
か
？
～
諦
め
て
い
た
部
門
が
持
て

る
！
生
成
Ａ
Ｉ
の
可
能
性
～
」
を

テ
ー
マ
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
に
絶
大
な
可
能
性
を
感

じ
、
数
年
前
か
ら
積
極
的
な
活
用
を

続
け
て
い
る
守
口
氏
。「
Ａ
Ｉ
に
危

機
感
を
持
つ
の
か
？
希
望
が
描
け
る

の
か
？
ど
ち
ら
の
視
点
も
大
事
」
と

し
た
上
で
、
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の

　

九
月
二
十
四
日
（
水
）、
渋
川
市

中
央
公
民
館
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻

支
部
九
月
例
会
」
を
開
催
。
個
人
へ

の
訪
問
整
体
、
健
康
経
営
支
援
な
ど

を
手
掛
け
る
㈱
ヨ
ハ
ク
リ
、
代
表
取

締
役
・
宮
﨑
洵
希
氏
（
渋
川
吾
妻
支

部
）
が
「
起
業
ま
で
の
想
い
と
起
業

し
て
か
ら
の
課
題
～
人
生
一
〇
〇
年

時
代
に
健
康
で
働
く
人
を
増
や
す
た

め
に
～
」と
題
し
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

作
業
療
法
士
と
し
て
総
合
病
院
で

の
勤
務
を
経
て
、
今
年
四
月
に
起
業

し
た
宮
﨑
氏
。「
病
気

や
ケ
ガ
を
す
る
前
に
や

れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
起

業
の
想
い
と
、
そ
こ
に

至
る
経
緯
や
葛
藤
な
ど

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

現
状
の
課
題
に
つ
い
て

は
「
起
業
の
想
い
が
顧

客
に
届
け
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
」
を
挙
げ
、
同

社
の
広
報
・
集
客
戦
略

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
求
め
ま
し
た
。ま
た
、

報
告
の
途
中
に
は
、
経

営
者
の
健
康
や
健
康
経

営
の
重
要
性
を
語
っ
た
上
で
「
健
康

ス
ト
レ
ッ
チ
」が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
自
社
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
拡
げ
る
た
め
に
意
識
し

て
い
る
こ
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
良
い
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
し
た
差
別
化
」

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み
と
地
域

に
適
し
た
戦
略
」
な
ど
、
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
ほ
か
、
宮
﨑
氏
に

対
す
る
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
提

案
も
あ
り
ま
し
た
。
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【非常時業務連携で覚書】
� 利根郡信用金庫
　日本政策金融公庫の前橋、高崎両支店と利根郡信用
金庫（理事長・坂井隆氏／沼田支部所属）は「危機事
象発生における業務連携に関する覚書」を結んだ。自
然災害や感染症が発生した際、資金繰り支援や施設の
相互利用などで連携し、切れ目のない事業者支援や迅
速な災害復旧に取り組む。
� ［９／ 23付上毛］

【学食100円メニューで支援】
� 新島学園短期大学
　食料品などの値上げラッシュが食卓や家計を直撃し
ている。帝国データバンクによると、今月値上げが予
定されている食品は３千品目超に及び、国の電気・ガ
ス料金の値引き実施期間も終了した。家計負担が増え
る中、県民は食費のやりくりに頭を悩ませ、支出を削る。
最低賃金の引き上げを控える飲食店も営業形態を変え
るなどして、収益の確保を目指す。
　新島学園短期大学（学長・高山有紀氏／高崎支部所属）
は１日、通常500円前後のオムライスなど学食の人気メ
ニューを100円で提供する取り組みを始めた。いずれも
数量限定で、12月までの計10日間実施する。食費や光
熱費の高騰を受け、学生を経済的に支援する目的で、
経費は大学などが負担する。
� ［10 ／２付上毛］

【アルカリシリカ水販売】
� ㈱ワークエントリー
　地域開発事業などを手がける㈱ワークエントリー（代
表取締役会長・加藤尚氏／高崎支部所属）と子会社の
スリーピークス（みなかみ町後閑）は、みなかみ町産
の天然アルカリシリカ水「月夜ノ雫」の製造と販売を
始めた。町の新たな名産を目指すとともに、売り上げ
の一部を県内の環境保全団体に寄付する。
　月夜ノ雫は、町内の三峰山で採水。ミネラルの一種「シ
リカ」を豊富に含むアルカリイオン水で、美容や健康
に効果があるという。硬度が低い軟水で、雑味が少な
くまろやかな口当たりが特徴。飲料や料理など幅広く
使用できる。
　１本500㍉㍑で、価格は300円から。ワークエントリー
が運営するカフェドローム（富岡市）で購入でき、た
かさき書斎（高崎市）では１本150円の特別価格で販売
している。今後、県内のホテルや旅館などで提供する
ほか、町内の道の駅でも販売する予定。
� ［10 ／ 14付上毛］

【県内企業の技術　ブース設け紹介】
� 共愛学園前橋国際大学
　最新技術を暮らしに生かすアイデアを考える「テッ
ク活用ワークショップ」が、前橋市小屋原町の共愛学

園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋支部所属）
で始まった。本県に拠点を置く太陽誘電が五つのブー
スを設け、技術や製品を説明。学生は新しい活用策を
議論し、来年２月に発表する。
� ［10 ／ 14付上毛］

【こんにゃくで新たなおやつ】
� 茂木食品工業㈱
　こんにゃく製造販売の茂木食品工業㈱（代表取締役・
茂木進氏／富岡安中支部所属）は、県産こんにゃくを
使ったおやつ向け商品「ぷちこん」を販売した。１袋
30㌔㌍未満と低カロリーで、食物繊維が豊富なこんにゃ
くの魅力を生かし、ダイエット中の消費者らにアピー
ルする。
　さっぱりした梅しそ風味とゆず風味の２種類。一口
大に個包装し、手を汚さず食べられるようにした。昔
ながらの製法で仕上げ、ぷりぷりした食感が特徴だ。
　低カロリーでかみ応えがあるグミや茎ワカメがおや
つ商品として人気を集める中、こんにゃくにも販路拡
大の可能性があるとみてコンビニやスーパー向けに開
発した。同社は「小腹が空いた時に罪悪感なく食べら
れる。新しいおやつとしてPRしたい」としている。
　価格は１袋８個入り（約40㌘）で200円。
� ［10 ／ 15付上毛］

【非常時業務連携で覚書】
� しののめ信用金庫
　日本政策金融公庫の前橋、高崎両支店は、高崎信用
金庫、しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡
安中支部所属）と「危機事象発生における業務連携に
関する覚書」をそれぞれ交わした。自然災害などが発
生した際、事業者への資金繰り支援や施設の相互利用
などで協力する。
　危機事象は巨大地震や豪雨災害、新型コロナウイル
スのような感染症の流行、企業に対するサイバー攻撃
などを想定。営業活動が難しくなった事業者に対し、
早急な融資や公的補助金・助成金の紹介、融資相談会
の実施などで協力、連携する。覚書を交わした双方が
互いの事業所を緊急避難所や仕事場として使えるよう
にもする。
� ［10 ／ 18付上毛］

【尾瀬保護財団に寄付】
� 利根郡信用金庫
　坂井隆理事長（沼田支部所属）が尾瀬保護財団の永
井浩二常務理事に目録。定期預金「尾瀬のなかま」収
益の一部を環境保護に役立ててもらう。
� ［10 ／ 22付上毛］

【社名変更】
　㈱群馬プロバスケットボールコミッション、代表取
締役・阿久澤毅氏（太田支部所属）は、この度、「㈱群
馬クレインサンダーズ」に社名変更しました。
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10 月度常任理事会承認

太
田
支
部

〒370-0615　邑楽郡邑楽町篠塚1787-1

　お陰様でコンビニ業を任せて頂いて10
年になります。これからも地域の皆様に愛
されるお店づくりをしていきたいと考えてお
ります。いろいろな業種の皆様との交流を
持ち視野を広げて行きたいと思いますので
どうぞよろしくお願い致します。

ＴＥＬ：0276−80−9795

コンビニエンスストアー２店舗

【紹介者／事務局】
映画鑑賞

渡辺商店（ローソン邑楽篠塚店）

オーナー
渡　邊　夏　子

S43年生

渋
川
吾
妻
支
部

〒379-2203　伊勢崎市曲沢町386

　就労継続支援Ａ型・Ｂ型という、障害者
の方が安心して働ける環境づくりに取り組
んでおります。会員の皆様との交流を通じ
て、地域社会に貢献できるように発展させ
ていきたいと考えております。どうぞよろし
くお願いいたします。

ＴＥＬ：0270−75−1676
ＦＡＸ：0270−75−2758

障害福祉サービス事業（就労継続支援Ａ型事業所）

【紹介者／本多宏弥】
スニーカー販売

合同会社ユリア

統括マネージャー
石　原　貴　洋

S57年生

富
岡
安
中
支
部

〒377-0027　渋川市金井48-2

　この度入会しました萩原塗装の萩原で
す。同友会を通して新しい学び、今後の経
営等を学んでいければと思います。よろし
くお願い致します。

ＴＥＬ：0279−22−5064
ＦＡＸ：0279−22−5064

一般建築塗装

【紹介者／大友利一】
小旅行、神社仏閣めぐり

萩原塗装

代　表
萩　原　一　英

S55年生

富
岡
安
中
支
部

〒370-0873　高崎市下豊岡町177-5

　弊社は高崎市の指定を受け障がい者・
児の計画相談事業を行っております。企業
理念は「小さなチームでも　どこよりも大き
なYELL（エール）を」です。異職種の皆様
との情報交換を楽しみにしております。ど
うぞよろしくお願いします。

ＴＥＬ：027−329−5757
ＦＡＸ：027−329−5758

障害福祉サービス

【紹介者／乗附和子】

ANCHOR CARE合同会社

代表社員
樋　口　美　希

S56年生

富
岡
安
中
支
部

〒372-0012　伊勢崎市豊城町2267-1

　この度は、中小企業家同友会に入会させ
て頂きまして誠にありがとうございます。同
友会を通じて、経営や人としての学びが出
来れば幸いです。今後とも宜しくお願い申
し上げます。ありがとうございます。

ＴＥＬ：090−5431−6214
ＦＡＸ：0270−88−7139

建築板金業

【紹介者／大友利一】
神社仏閣巡り

㈱yamaken

代表取締役
山　崎　健　太

S56年生


